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研究成果の概要（和文）：石器の機能を実証的に推定する使用痕分析について、より確度の高い判定方法を確立
するための資料整理と分析を着実に進展させ、グローバルな石器使用法推定基準を国際的に形成するための基盤
を、一定程度構築することができた。東北大学使用痕研究チームとして、研究代表者を中心に蓄積してきたデー
タベースの再検討を行ない、標準使用痕パターンを抽出整理し公表した。石器刃部の微小剥離痕画像について、
石器使用実験の諸条件によって整理し、基準的チャートとして公開出版した。微小光沢面についても、基準光沢
分類を整理した。遺跡構造研究の中に使用痕分析を位置づけるため、山形県での後期旧石器遺跡調査を実施し
た。

研究成果の概要（英文）：Standard patterns of lithic use-wear formation were re-investigated and 
identification criteria for microwear traces were published in English. Experimental data bases of 
microflaking scar patterns and micro-polish images were scrutinized for global cross cultural 
methodology of functional determination of stone tool use. Accumulated results of experimental 
use-wear data by the TUMRT (Tohoku University Microwear Research Team) were compiled and publicized.
 In order to evaluate lithic use-wear patterns in conjunction with site structure analysis, 
excavations of the Upper Paleolithic sites in Yamagata Prefecture were conducted.  

研究分野：比較文化的な先史考古学、特に石器の使用痕分析

キーワード： 石器使用痕　実験使用痕分析　後期旧石器
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 先史時代の石器が何に対して、どのように
使用されたかという問題は、19世紀の旧石器
時代研究確立期から、重要な問題と認識され
て多くの研究が積み重ねられてきた。しかし、
形態からの類推や民族例の援用などの不確
実な推定ではなく、実証的に解明されるよう
になったのは、1970 年代に顕微鏡による刃
部同定と複製石器の使用実験を組み合わせ
た「実験使用痕分析法」が開発されてからで
ある。オックスフォード大学のキーリーによ
る方法は、各国での追試を経て検証され、実
際の出土遺物に応用されるようになった。我
が国では東北大学を中心とするグループが
実績をあげてきたが、その分析技術の詳細や
観察方法、各国の石器石材の相違、使用法判
定の客観性など、少なからぬ問題が残されて
いる（引用文献①）。使用痕分析法は各国で
独自に実験、適用された面も大きく、出土石
器の内容に地域性が顕著であるという点も
加わり、各国の学会の枠を越えた共通の分析
基準は、未だ実現が困難な状況が続いている。
石器の材料となった岩石の地域的多様性も、
問題を一層複雑にする要因となってきた。東
日本の頁岩、西日本の細粒安山岩、韓国の石
英岩と酸性火山岩、アメリカのチャート、ヨ
ーロッパのチョークフリントなどが挙げら
れる。地域間で共通する材料としては、産地
が限定され、刃部が鋭利で、遠隔地間の移動
が認められる黒曜石（黒耀岩）があるが、こ
の種の石材は、使用痕の地域間比較に適する。
（学会発表④）。石材に適合した石器製作技
術が各地で発達し、遺跡での石器組成を形成
する。本課題は、このような諸問題を越えて
「グローバルな分析方法」を追究するため発
案された。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は、上記の隘路を認識しつつ、
日本、アメリカ、ヨーロッパでの研究を整理
し、国際的な標準となる基礎的な方法を構築
していくことを目指している。グローバル基
準の構築のためには、比較文化的に先史時代
石器の技術と形態、型式の相違を十分に理解
するとともに、各時期、各地域における環境
変動まで含めての実験考古学の推進が必要
とされる。すでに 30 年以上の研究蓄積を有
する使用痕分析法の成果を、国際的に対照し、
石器の材料となった各種石材の地域的な類
似と相異、製作技術と刃部形態に関連する使
用痕跡の微妙な差異、製作時と使用時の微細
痕跡の詳細と区別など、多方面からの追究を
目的に含めた。これは、研究代表者の長期間
におよぶ経験を活かす戦略である（引用文献
②）。 
 研究代表者も参画して進められた「石器使
用痕研究会」の共同研究（2003～2012）では、
従来の使用痕判定法の中心であった熟練観
察者によるパターン認識法が、実際にはどの
ような判断プロセスであるのか、石器使用実

験を共同で実施し、形成された使用痕を共同
で観察し、石器使用痕の「属性分析法」を考
案して検討した。この方法は、東北大学チー
ムの実験資料にも応用されて、本課題の計画
段階に寄与した（引用文献③。芝は本課題の
連携研究者）。同会の 2009年研究会は、東北
大学文学研究科を会場に実施し、東北大学資
料を材料に、専門研究者間での議論を深めて、
本研究の目的を明確化することができた。 
 
３．研究の方法 
 東北大学における使用痕研究は、1970 年
代にキーリーらと芹沢教授（1983 年退官）
との学術交流で開始され、以後多くのチーム
メンバーが具体的な実験と出土資料分析を
蓄積してきた。それにより、東北大学考古学
研究室には、国内最大の実験資料と観察結果
が存在していたが、必ずしも学会への公開は
十分とは言えない状況があった。 
 研究代表者は、当時ヨーロッパでの発掘調
査に参加する中で、各国の使用痕分析者と交
流を進めた。微小剥離痕の計量的な分析方法
は東北大学での成果であったが、国際的な課
題となるなど、この頃に本研究の源流がある
（引用文献④）。研究代表者はアメリカ留学
中に、米国大平原地域パレオインディアン文
化の石器分析を実施する機会を得たが、使用
痕分析の方法論をまとめて刊行し、今回の課
題における研究方法のベースラインとなっ
ている（引用文献⑤）。しかし、摩耗光沢の
分類基準など、学会に広く公表する段階に至
らず、使用痕研究者から標準チャートの公開
等への要請も受けていた。今回の科研におい
て、標準パターンをデータベースとして公表
することを、重要な目的のひとつとして申請
した理由でもある。すなわち、今回の研究は、
上記東北大学チームの研究方法によって進
めたのである。 
  
４．研究成果 
（１）石器使用痕分析資料のデータベース化 
 今回の研究課題期間内に、東北大学におけ
る「実験使用痕研究資料」をデジタルデータ
化し、公開する作業の大幅な進展を見た。こ
れが第一の成果といえる。東北大学大学院文
学研究科考古学研究室には、紙媒体のファイ
ルおよび 35ｍｍスライドファイルとして、膨
大な実験資料が蓄積され、保管活用されてき
た。それは 1976 年以来の「東北大学使用痕
研究チーム」(TUMRT: Tohoku University 
Microwear Researach Team)によるものであ
る。故芹沢長介名誉教授が発案し、文部省科
研費特定研究で日本における石器使用痕研
究を確立してからの、一貫した方法論に基づ
く、約 700 事例におよぶ条件統制された実験
データである。 
従来、当研究室員、同卒業者や関連プログ
ラムでの連携分析者により、実際の出土遺物
の使用痕観察結果を判定するための基準資
料として、我が国最大の根拠とされ、数多く



の調査報告、論文で活用されてきたものであ
る。今回その中心部分を高精度でスキャンし、
デジタルデータ化した。そして、加工対象物、
作業内容、強度等により整理し、使用痕の画
像を再分類し、いわば「石器使用痕標準カタ
ログ」的な集成の一部として、学術雑誌で公
開できた。これらは、すべてを英文で作成し
た。東北大学附属図書館の機関レポジトリー
により、ネット上で閲覧できる運びである。
東北大学学術資源研究公開センター総合学
術博物館の紀要の査読論文として、３集まで
刊行した。オリジナルな複製石器は、各ケー
スに保管してあるので、今後の使用痕研究者
による再検討も可能となっている。 
（２）高倍率法と低倍率法の統合 
 従来、200 倍から 400 倍の落射照明付金属
顕微鏡で、石器使用刃部の微小光沢（摩耗光
沢として観察される表面のきめの微細な変
化）に着目する「高倍率法」と、20 倍から
50 倍程度の実体顕微鏡で良く観察される比
較的マクロな使用痕（縁辺の刃こぼれにあた
る微小剥離痕）に着目する「低倍率法」とが、
分析者によって重点が異なる分離した別の
分析方法と考えられてきた。今回課題では、
この両者を総合する研究をまとめ、複製石器
の使用実験から両者を合わせて統合する方
法を追究し、一定の成果を得た。上記データ
ベースの公表も、両者を対照できる方式とし
た。その内容と意義は、アメリカ考古学会や
アジア旧石器協会国際会議で発表した。前者
はヨーロッパで伝統的に強く、後者はアメリ
カで継続されてきた方法である。中国では、
アメリカの第一人者がサマースクールを実
施し、中国科学院から成果単行本が刊行され
ていて、低倍率法が拡大してきた。各国での
重点的方法に差があるにも関わらず、それぞ
れの方法による成果は非常に類似している。
高倍率と低倍率を併用して、複製実験結果の
データベースを組み合わせ、総合的に考察す
ることによって、相乗的な効果が得られ、出
土遺物分析の確実性を高めることができる
ことを、具体的に提示することができた。 
 低倍率法では、パティナなどの表面変化に
よる摩耗光沢の劣化や、堆積後に形成される
埋没光沢などの問題による観察可能資料の
比率低下（所謂歩留まり率）をカバーするこ
とが可能だが、一方で加工対象物の種別判定
は、大別にとどまる。作業対象の軟、中、硬
の程度判定となる。高倍率法では、草本植物、
皮革として生皮、乾燥皮、鞣し皮、肉類、木
材と竹材、骨と角、岩石や衝撃痕などの区別
が可能であることが、改めて追証された。ま
た、剥片や石刃等の素材製作後に調整加工が
施された石器（二次加工刃部）では、微小剥
離痕判定に困難が生じ、実験石器の条件設定
が複雑となる。石器の刃部を付け直したり加
工を重ねること（刃部再生技術）は、先史時
代の各地域に共通する人間行動であるが、刃
部に形成された摩耗光沢の一部が微小剥離
痕で切り取られたり、石器の表裏面で強度が

相違するなどの特徴的形跡があり、総合的に
判断することでより的確な使用法判定が可
能であることが例示された。 
旧石器時代遺跡の文化層形成過程により、
石器表面の微細使用痕の保存度に差が生じ
る。各地域の石器石材の緻密度、硬度等の要
因によっても使用痕形跡の生成と保存の程
度、微細な特徴の表現形に相違が生じる。今
回科研で発掘調査を行なった遺跡では、研究
代表者のチームがこれまで取り組んできた
地域研究の継続（1984 年からの「最上川プロ
ジェクト」）の中で、遺跡形成過程と微細痕
跡の関連を追究する基礎的資料を確保する
ことができた。 
今回課題のグローバル基準の構築という
目的に整合する成果である。 
（３）石器使用痕分析法の人間行動論による
理論的考察 
 今回、両方の方法を統合する理論的根拠と
して重視したのは、アメリカのプロセス考古
学派の権威者ルイス・ビンフォード（2011 年
没）による「道具の技術的組織論」であり、
遺跡内の空間構成や技術構造、人間行動の遺
跡間での相違といった、理論的な問題点を、
石器の刃部に残された形跡から総合的に考
察する「痕跡学研究」（Traceology）として
位置づけることを追究した。アメリカ考古学
会での複数回の分科会発表で、各国の石器専
門家と有益な議論を行ない、今後の展開の理
論的基盤を整備することができたと考えて
いる。国内学会発表では、1960 年代以来の石
器使用痕分析法の研究史の中で、人間行動論
と石器機能研究との関連について論じた。日
本考古学の独自性と、数か国の考古学におけ
る石器研究パラダイムを比較して、研究伝統
の相違点についても考察した。 
（４）後期旧石器遺跡の事例研究 
 今回課題での事例研究として、旧石器時代
遺跡研究の中で使用痕分析を位置付けるた
め、小規模調査ではあるが後期旧石器時代遺
跡の発掘を毎年実施できた。山形県新庄市の
新庄盆地西縁の段丘上に立地する白山Ｅ遺
跡の第 1 次、第 2 次調査、白山Ｂ遺跡の第 1
次、第2次調査において、石器群の空間分布、
遺跡の微地形と文化層の堆積過程、石器表面
の風化と使用痕、その他多岐にわたる課題を、
遺跡において追究した。新庄盆地周辺では、
これまで石刃石器群は多数調査されていた
が、盆地内で初の杉久保系石器群の発掘によ
る検出という成果もあった。 
 東北大学考古学研究室の「最上川プロジェ
クト」では、東北大学総合学術博物館とも協
力連携して、これまでに新庄市上ミ野Ａ遺跡、
真室川町丸森１遺跡、舟形町高倉山遺跡、そ
して今回の白山Ｅ遺跡、白山Ｂ遺跡と継続的
な調査を実施してきた。新庄盆地の周辺にお
ける後期旧石器時代のセトルメント・パター
ン、人間集団の移動様式と石器製作および使
用の実態解明を大きな目的としてきたが、上
ミ野Ａ遺跡では、東山系石刃石器群と二側縁



調整ナイフ形石器群とが、層位的に並行して
検出された。後者は西日本に類似石器群があ
る。高倉山遺跡は、研究分担者鹿又と連携研
究者佐野が担当して調査し、成果をまとめた
が、佐野は別研究課題においてナイフ形石器
の投射実験を実施し、発射機械による実験か
ら、高倉山遺跡のナイフ形石器の一部は、投
槍器により使用された可能性が高いことを
推定した。石器先端部や基部に認められる
「衝撃剥離」(impact fracture)の形跡は、
今回課題での低倍率法による分析と総合し
て考察していくべき使用痕跡であり、地域に
おける個別研究と、グローバル基準の構築を
目指す方法論的研究とは、非常に整合的な研
究課題であることが示された。 
（５）国際的な、研究成果に関する学術交流 
 今回課題に関連して、各国の指導的な石器
研究者との国際交流が大きく進んだ点も成
果である。主要な機会としては、東北大学文
学研究科考古学研究室に滞在された、フラン
ス国立科学研究センター（ＣＮＲＳ）ルネ・
ジヌーブ考古学民族学研究所のフレデリ
ク・ブルネ氏、ロシア科学アカデミー・シベ
リア支部考古学民族誌学研究所のアンドレ
イ・ターバレフ氏、韓国漢陽大学校文化財研
究所のペ・キドン氏との学術交流がある。当
研究室主催・共催の国際シンポジウム、国際
セミナーを実施した。また他に国際学会等で
は非常に多数の専門研究者と議論、情報交換
を行なう機会を得た。アジア旧石器協会
(APA)中国大会（寧夏回族自治区銀川市）、日
露学長会議人文社会フォーラム（モスクワ大
学）等がある。これら諸行事は、必ずしも今
回科研課題による場というわけではないが、
現在進行中の使用痕に関する研究内容の率
直な相互検討、学会発表前後の討論機会、設
備備品の有効活用、消耗品の利用など、今回
科研費による研究実施と非常に密接な関連
があり、また本研究の「石器使用痕のグロー
バル基準構築」という課題に直結しているの
で、ここに記載するものである。 
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